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南小学校　長寿命化改良事業　意見数9件

No 意見 本市の考え方・対応

1

工事中の仮設校舎賃借料に約2億2,600万円も要するということですが、もちろん教育環境の維持という面では

必要かと思います。しかし、一年で取り壊すものにここまでお金をかけるかという疑問も生じます。

そこで、近隣の空き家や空き店舗を利用して、教室を分散させるという考えはいかがでしょうか。何にでも使え

るような形でリノベーションをして使用すれば、退去後もさらに利活用が進み、空き家対策を同時に進めていく

ことができると思います。

そしてその浮いたお金を校舎の改修工事や教育設備費用に上乗せすれば、より子供達に質の高い教育環境を提供

することができると考えます。

ご検討よろしくお願いします。

　多くの児童生徒が一日の大半を過ごす学校施設は、集団生活の場としても重要であり、その場所を確保するた

めには、仮設校舎等が必要であります。どうしても規模が大きいため、仮設校舎の工事費等はかかってしまいま

すが、ご理解をいただきたいと思います。

　これまでの設計の過程で、既存の近隣公共施設を利用した分散管理方式も検討は行いましたが、離れた場所で

教育活動を行うことは、児童生徒や保護者の皆さん及び教職員にも多大な負担がかかるため、最終的には、同校

内に仮設校舎を建設し、学校の一体運営を図る形を選択する必要があるとの結論となったところです。

2
バリアフリー化に向けた整備、エレベーターの整備は出来ないのでしょうか。

他の全項目については賛成です。

　現在、市立学校のエレベーターの設置については、バリアフリー法に基づき順次整備を進めているところで

す。また、実際に障がいをお持ちの児童生徒が在籍する、もしくは入学予定があるなどの状況に応じて整備を

行っています。

3

1.整備計画について特にコメントはありません。

2.海に近い延岡　気になるのが津波です。南小は特に海外線に近い。貴重な教材などを津波から守る工夫（配

置）が必要と思います。

　災害時の避難誘導を迅速に行うよう、日々避難訓練をしっかり行うとともに、誘導標式の整備や施設内の避難

導線もしっかり確保して整備を行います。

4
災害時緊急用として（食料・毛布類等）など置ける教室があればと思います。（建替えしない校舎があれば）

又、災害時の避難場所等（屋上）の整備。（南海トラフ対策）

　南小学校は、想定される津波の高さを踏まえ、校舎の3階を避難場所に指定しています。なお、現在南小学校

では、災害用マット・飲料水・災害対策非常用備品等が配備されています。

5
青空市場（古着等）を通して、子供達にお金の流れ及びこの時世、”もったいない”心を子供達に芽生えて欲し

い。

　大変大事なご提案だと思いますが、現在その様な活動を、子ども会などで行っている事例もありますので、今

後、学校関係者に伝えます。

6
全体的に老朽化または機能低下が進行しているのであれば、再度建替を検討すべきであると考える。（大規模改

修が必要な状況とある。）築40年～50年とあるが、民間であれば建替えすると思います。

7

防災機能強化に向けた整備とありますが、南海トラフ地震の津波やゆれに対応し、なおかつ、台風とか発生時、

地区住民が安心して避難できる施設にしたほうが良いのでは。事業の概要を見ると、施設のほとんどで改修する

ようになっているので、将来を見すえて建替が良いのでは？

今の時代にあった施設にするべきと思います。

8
事業費は建替時どれくらいかかるかわかりませんが、今後何十年も安心して施設を利用出来るのでは？

（もうすでに実施設計が終わっている為、参考にならないですが）

9 安全に考慮していただいて、計画通りにすすめて言ってもらいたいと思います。 　今後も無駄が生じないよう配慮を行いながら、進捗を図っていきます。

　これまでは、一般的に60年が耐用年数と呼ばれる、鉄筋コンクリート校舎については、建替え中心の事業を

進めてまいりましたが、今後、昭和40年代に建築された校舎が一斉に建替の時期を迎えることになります。

　全ての校舎を建替で対応するのは、多額の費用を要し困難なことから、躯体の状態が健全な築40～50年の学

校施設においては長寿命化などの考えのもと、80～90年を目標使用年数と設定し、計画的に大規模な改修工事

を実施することとしています。（令和3年3月１2日から３年３月31日にかけて、パブリックコメントを行いま

した。）

　本市では、このような考えをもとに、パブリックコメントを経て、令和3年3月に「延岡市学校施設等長寿命

化計画」を策定しておりますので、今後、この計画に基づき、施設の適正管理に努めていきます。


